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件 名： 旧長谷保育園跡地施設利活用事業者一般財団法人 

小野の駅の大型農福連携事業採択について 

 
 

 佐用町では、町内に群生するミツマタを活用し、６次産業として展開するため、平成 28 年に「佐用

町林業活性化事業みつまた部会」を立ち上げました。 

このたび、旧長谷保育園跡地施設利活用事業者で、同部会に所属する一般社団法人小野の駅から、「長

谷ミツマタの郷公園事業」の計画が、兵庫県内初の農福連携事業（福祉分野と農業分野の連携）として

近畿農政局に採択された情報の提供がありましたので、お知らせします。 

 

 

                     記 

 

１．報告会日時、場所 

日 時: １０月２７日（金） 午後１時３０分から 

場 所:  佐用町役場 第一庁舎本館２階 プレスルーム 

報 告:  一般社団法人小野の駅理事長 武澤利夫 

 

２．採択された事業名 

農山漁村振興交付金 

（都市農村共生・対流及び地域活性化対策のうち農福連携対策「福祉農園等整備事業」） 

     高齢者の生きがいや障害者の就労・雇用を目的とする福祉農園の開設・整備を推進すること

により、福祉分野における「農」への取組みを支援し、農山漁村の自立と発展を促すもの。 

 

 

３．事業内容 

  ①障がい者、高齢者の雇用の場として、古民家２棟をミツマタの加工所として改装する。 

(奥長谷地区) 

  ②荒廃した田５．７ヘクタールにミツマタを植栽し、耕作放棄地を解消する。(奥長谷地区) 

   ③ミツマタを主として栽培する農業公園を創造する。(長谷・奥長谷地区) 
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４．期待される効果 

  ・障がい者及び高齢者の新たな雇用創出 

・地域資源であるミツマタの活用、耕作放棄地の解消 

・観光資源としての活用 

 

 

 

５．お問い合わせ先 

一般社団法人 小野の駅 理事長  武澤利夫 

電話：０７９４－６４－２２０１ 

 

佐用町役場 農林振興課 土木整備室 

電話：０７９０－８２－０６６４  担当：大永 


